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■『今治市中心市街地まちづくり構想』（デザインブック）とは
• 都市では、公共事業やま
ちづくり活動など多様な
主体が活動している

• それぞれの取組は時期や
確度に差があるが、相互
に影響するものであるた
め、連携して進めていく
ことが望まれる

• 将来像を検討するプラッ
トフォームとして各取組
みの情報を統合し、空間
イメージとともに示した
もの

○ 今後も持続可能な都市づくりを実現するために具体的
かつ現実的なまちづくりの構想が必要
⇒『今治市中心市街地まちづくり構想』

（通称：デザインブック） を作成

『今治市中心市街地まちづくり構想』について



■作成プロセス
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■人口・建物用途

『今治市中心市街地まちづくり構想』について 31

○ 中心市街地全体で人口減少傾向にあり、今治商店街においても空き
家・空き店舗が増加している

○ 中心市街地全体で連携してまちなかの賑わい創出を目指す必要がある

町丁目別の人口増減率（将来推計） 今治商店街周辺の建物利用現況・低未利用地等



■公共施設・公有地
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○ 公共施設が集積するシビックゾーンでは低未利用地が多く、老朽化し
た施設も多くなっている

○ 公共施設の再編や低未利用地の有効活用の検討が必要となっている

シビックゾーン周辺の状況中心市街地の公有地の分布



■交通
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○ 中心市街地において歩行者・自転車空間の整備は十分とは言えず、今
治駅をはじめとする交通結節点を強化し、回遊ルートの設定、自転
車・歩行者空間の質と量の向上が求められている

歩道整備状況自転車走行環境の整備状況
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○ 中心市街地の再生に向けた具体的かつ現実的な取組を進めるため、
まちなかで活動されている関係者の方へのヒアリング調査を行った

○ ヒアリング調査はプレヒアリングと本ヒアリングの２段階で実施
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○ 今治東中等教育学校の生徒（３年生）にご協力いただき、今治の現状
を学び、将来を考えるワークショップを開催した

○ 班で意見を出し合った後に、それぞれで今治市の将来像を考えてもら
い、発表と投票を行った
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○ 拠点としての位置づけや、
各拠点間の連携を想定した
６つのエリアを設定し、以
下の視点に則してエリア別
に方向性を提示

まちなかの
賑わい向上

官民連携による
公共空間の再編

交通結節点とし
ての強化

子どもを含めた誰
もが滞在できる空
間形成

観光拠点として
の強化

歴史・文化を活
かした空間形成

６つのエリア

■まちづくりの視点

中心市街地の全体の将来ビジョン（案）と
将来の空間デザインを表現した「デザインノート」を作成

あくまで試案として
具体的なイメージを提案
（今年度以降の検討内容
に伴い更新を行う）



37■中心市街地における将来ビジョン（案）



38■デザインノート（今治駅・シビックゾーン）
試 案

※この資料は、イメージを共有するための試案であり、関係者の同意を得て作成したものではありません。



39■デザインノート（今治商店街・今治港）

試 案

※この資料は、イメージを共有するための試案であり、関係者の同意を得て作成したものではありません。



40■デザインノート（今治城）

試 案

※この資料は、イメージを共有するための試案であり、関係者の同意を得て作成したものではありません。


